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Abstract
The time has come when we can talk about the science of appearance. Appearance is the phenotype produced by the 

combination of DNA and environment. Furthermore, by including the time axis of aging, we can understand the appearance 
from a biological perspective. With the concept of epigenetics, I thought about the meaning of cosmetics for the purpose of 
pursuing beauty. In addition, the recent flow for the anti-aging was explained by adding intestinal-brain-skin axis and epi-
genetic clock. From the point of view of the science of appearance, a new way of thinking has been developed that not only 
seeks beauty from traditional health.
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1. は じ め に

見た目の科学という領域を語ることができる時代と
なった。そこには，DNAと環境という組み合わせが作
り上げる表現型（見た目）がある。ここに，老化という
時間軸を入れることで，生物学的な理解ができよう。そ
こで美しさを追求するという香粧品の意味合いを考えて
みた。この観点で，アンチエイジングに対する最近の流
れについて解説した。見た目の科学の観点から，従来の
健康から美ではなく，美から健康，幸福という新たな概
念が拡大していくことを望んでいる。

2. 見た目の科学

見た目は健康のバイオマーカーであることが2009年
頃から急速に明らかとなった 1）。例えば，ヒトで一卵性
双生児において顔の老化とその因子についての研究が行
われ，見た目が若い方が長生きしていることがわかっ
た。つまり，見た目が寿命に関係すること 2）や，サルの
レベルではあるが，カロリー制限により，心血管疾患の
発症やがん，認知能力に差があり，明らかに見た目が若

かったこと 3）。これ以降，見た目という表現型の意味合
いで，見た目と老化が理解されるようになった。年齢と
主に，見た目が変化していくが，これも表現型であり，
暦年齢とともに見た目が老けるのは，線虫でもヒトでも
同様である。つまり環境因子がゲノムと関連しているわ
けであり，これを取りもつのが，エピジェネティックス
ということになろう。ここで重要なのは，外部環境の総
合計である Exposome4）という概念で，腸内フローラか
ら，紫外線や大気，放射線に至るまですべてが影響し
て，Epigenomeを介して表現型として発現されることに
なる。
見た目を皮膚・容貌・体形に分けて論ずると，わかり
やすいと思う（Fig. 1）。また，その領域は，生理的機能
の領域も含んでおり，香りや立ち居振る舞いも対象とし
ている 5）。年齢は，先進国では測定が比較的容易で正確
であるため，老化のマーカーとして利用できる 6）。ただ
し，生物学的な老化との関連がまた十分理解されている
とは言えないかもしれない。一般には，見た目でおおよ
その年齢を推定することが可能であり，年齢が進むと平
均余命は短くなる。あるいは，最近の AIの DeepGestalt
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